
2007年出上の木簡

♂

い
し
が
み

奈
良
・石
神
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
飛
鳥

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
九
次
調
査
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）

一
〇
月
―
二
〇

〇
七
年
五
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部

調
査
担
当
者
　
代
表
　
聖
（淳

一
郎

遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
行
跡

遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

石
神
遺
跡
で
は
、　
一
九
人

一
年
以
来
の
継
続
調
査
に
よ
り
、
Ａ
期

（七
世

76543

紀
前
半
―
中
頃
）、
Ｂ
期

（七
世

紀
後
半
）、
Ｃ
期

（七
世
紀
末
）

の
遺
構
群
を
検
出
し
て
い
る
。

遺
跡
が
最
も
整
う
の
は
Ａ
３
期

で
、
斉
明
朝
の
公
的
饗
宴
施
設

と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
Ｂ

・

Ｃ
期
に
は
官
衛
的
な
様
相
を
呈

す
る
。
第

一
九
次
調
査
区
は
、

石
神
遺
跡
の
主
体
と
な
る
建
物

(吉野山)



群
の
北
外
周
部
で
、
木
簡
が
多
数
出
土
し
た
第

一
五

。
一
六

。
一
人
次
調
査
区

の
北
隣
で
あ
る
。
調
査
面
積
は
人
七
〇
♂
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
阿
倍
山

田
道

・
溝

・
沼
沢
地

・
堰
状
施
設

・
杭
列

・
礫
溜
ま
り
な
ど
で
あ
る
。
遺
構
は

五
時
期
あ
る
た
め
、
従
来
の
Ａ
ｉ
Ｃ
期
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｉ
Ｖ
期
に
分
け
て
記
す
。

Ｉ
期

（七
世
紀
中
葉
以
前
）
は
調
査
区
に
谷
が
入
り
、
西
側
に
は
沼
沢
地
Ｓ
Ｘ

四
〇
五
〇
が
広
が
り
、
そ
の
内
部
に
堰
状
施
設
Ｓ
Ｘ
四
二
六
二
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
東
側
の
微
高
地
に
は
斜
行
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
六
〇
を
掘
削
す
る
。
Ⅱ
期

（七

世
紀
中
葉
―
後
半
）
は
Ｓ
Ｘ
四
〇
五
〇

。
Ｓ
Ｄ
四
二
六
〇
を
埋
め
、
阿
倍
山
田

道
Ｓ
Ｆ
二
六
〇
七
を
つ
く
る
。
Ｓ
Ｄ
四
二
六
〇
に
は
七
世
紀
中
葉
の
飛
蔦
Ｉ
新

段
階
の
土
器
が
多
数
含
ま
れ
、
阿
倍
山
田
道
の
建
設
は
こ
の
頃
と
な
る
。
道
は

盛
土
工
法
で
構
築
さ
れ
、
基
礎
部
分
に
は
敷
葉
工
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ

う
し
て
路
面
を
盛
土
し
た
後
、
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
七
〇
を
掘
削
す
る
。
そ
の
南

側
に
は
、
第

一
五
次
調
査
区
か
ら
続
く
南
北
大
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
が
屈
曲
し
て

西
に
流
れ
る
。
こ
れ
ま
で
大
溝
の
掘
削
時
期
は
七
世
紀
後
半
の
Ｂ
期
と
し
て
き

た
が
、
道
路
の
盛
土
が
大
溝
北
岸
と
な
る
堤
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
七
世
紀

中
葉
に
遡
る
可
能
性
が
で
て
き
た
。
Ⅲ
期

（七
世
紀
後
半
）
は
Ｓ
Ｄ
四
二
七

〇

・
四
〇
九
〇
を
埋
め
、
東
西
溝

（阿
倍
山
田
道
南
側
溝
）
Ｓ
Ｄ
四
二
七
五
、
南

北
溝
Ｓ
Ｄ

一
三
四
七
Ａ
を
設
け
て
Ｔ
字
状
に
接
続
さ
せ
る
。
Ⅳ
期

（七
世
紀

末
）
は
Ｓ
Ｄ
四
二
七
五

。
一
三
四
七
Ａ
を
埋
め
、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
人
○

。
四

二
人
五

（阿
倍
山
田
道
南
側
溝
）、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
三
四
七
Ｂ
を
掘

っ
て
〒
状
に

接
続
さ
せ
る
。
北
側
の
山
田
道
第
二

・
三
次
調
査
で
は
、
こ
の
時
期
の
北
側
溝

と
み
ら
れ
る
東
西
溝
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
路
面
幅
約

一
人
ｍ
と
推
定
で
き
る
。

Ｖ
期

（奈
良
時
代
―
中
世
）
に
は
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
人
九
、
礫
敷
Ｓ
Ｘ
四
二
五

五

・
四
二
五
九
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
は
、
Ｓ
Ｘ
四
〇
五
〇
埋
立
土
か
ら

一
点
、
Ｓ
Ｄ
四
二
六
〇
か
ら
五
点
、

Ｓ
Ｆ
二
六
〇
七
造
成
土
か
ら
二
点
、
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
か
ら

一
三
点

↑
つ
ち
削
婿

四
占
Ｃ
、
Ｓ
Ｄ
四
二
七
五
か
ら

一
点
、
Ｓ
Ｄ
四
二
七
五
埋
め
立
て
に
伴
う
周
辺

整
地
土
で
あ
る
暗
灰
褐
色
粘
質
土
か
ら

一
点
、
Ｓ
Ｄ
四
二
人
○
か
ら
三
点
、
Ｓ

Ｄ
四
二
人
五
と
Ｓ
Ｄ

一
三
四
七
Ｂ
の
合
流
地
点
か
ら

一
点
、
Ｓ
Ｄ
四
二
人
九
か

ら
四
点
、
現
代
暗
渠
か
ら

一
点
、
Ｖ
期
以
前
の
茶
灰
色
土
か
ら

一
点
、
計
三
四

点

（う
ち
削
婿
四
占
一
が
出
土
し
た
。
釈
読
可
能
な
三
二
点
を
紹
介
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

斜
行
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
六
〇

〔意
力
〕
　

〔御
ヵ
〕

⑪

　

□
□
女
丁
大
人
丁
□
取
□
久
□
　
　
　
　
　
（∞じ
る
反
ω
儲
牌

②

　

「
＜
大
家
臣
…
□
首
大
□

（
伽
『
＋
∞
牌
）
×

Ｐ
∞
×
∞
　
ｏ
∞
］

側
　
。
「
＜
十
五
斤

　

　

」

〔田心
力
〕

。
「
＜
『□
□
□
□
』
」

Ｐ
岸
］
×

］
卜

×

卜

　

ｏ
∞
Ю



2007年出土の木簡

Ⅲ期

石神遺跡北方遺構変遷図



〔
γ
塑
〕

ぃ　。「巾Ｐ甲大」
（刻書）

。
「
天

天
症

　

（右
側
面
、
刻
書
）

天
大
五
」

道
路
Ｓ
Ｆ
二
六
０
七〔以

色
俄
携
〕

⑤

　

「
＜
弥
阿
□
□
□
□
回
」

０
　
。
「□
天
子
」

．

。
「天
王
　
」

南
北
濤
Ｓ
Ｄ
四
０
九
一〇

⑭

　

「
＜
六
人
マ
尼
麻
呂
贄
四
古
＜
」

〔
一
≡
力
〕

働
　
。
□
□
□
□
□
回
□
□
□
□
□
回
加
尼
マ
加
□
女

・　
回
□
　
□

(9)

⑩
　
　
Ｘ
十
七
人
　
沙
弥
六
十

〔椋
力
〕

一０

　

「椋
□
椋
□

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
七
五

⑫

　

「
＜
尾
回

暗
灰
掲
色
粘
質
土

〔山
力
〕

⑪
　
。
「
＜
□
□
評
佐
加
五
十
戸
」

。
「
＜
十
市
マ
田
ツ
六
斗
俵
」

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
八
〇

⑭　
≒
ぐ幸
巳
年〔醜
一ヵぎ
」

名
＜〔働
℃
と
十
戸
　
」

ω
　
。
「回

〔
俵
力
〕

名
□

⑭
　

回
回
米
二
斗
ｏ
」

卜
ω
※

∞
『
×

∞
い
　

Ｏ
ω
枷

μ
Ｏ
∞
×

ω
卜
×

い
　

０
∞
］

囀
］
⇔
Ｘ

∞
６
×

Ｐ
〕
　

ｏ
⇔
り

（
∞
Ｐ
の
）
Ｘ
ф
伽
×
ヽ
　
ｏ
∞
Ｐ

Ｐ
ω
∞
×

囀
Ｐ
×
ｂ

　

Ｏ
ω
ド
＊

発
譲
Ｍ
Ｍ
「♭
Ｔ

□
回
□
回
　
　
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
回
　
石
上
大
連
公

』

命
８
）
×
（金
）
×
り　
０雷

（Ｆ
じ
×
合
じ
メ
ヽ

一留

（
０
∞
）
×
（
ｕ
Ｏ
）
Ｘ
∞
　
一
”
Ｐ

『
Ｎ
×

∞
！
※

⇔
　

〇
∞
∞

岸雨
Ｏ
Ｘ
Ｆ
ｏ
Ｘ
い
　
０
∞
゛

ド
】
伽
×‐
∞
囀
Ｘ

い
　

Ｏ
ψ
』

（
釦
じ

Ｘ

含

じ

一Ｘ
ω

（ド〓呂
し
Ｘ
卜
”
※
ф

g  巨



2007年出上の木簡

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
八
五
と
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
三
四
七
Ｂ
合
流
点

∽

　

「
＜
田
田
塩
二
斗
＜
」

Ｐ
ド
∞
×
］
∞
×
『
　
ｏ
∞
鰤

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
三
人
九

⑬
　
。
「
＜

上
長
押
釘
汁
隻
立
紳
枷
拾
釘
二

五
丈

」

。
「
＜

『□
□
□
』
（削
り
残
り
）

」
］
卜
∞
×
∞
ω
×
∞
　
ｏ
∞
〕
＊

⑩

　

□
村
廣
人
弟
国
□

（μ
］
卜
）
×
中
〇
×
∞
　
ｏ
∞
解

い
　
。
　

　

　

正
月
四
日
志
紀
未
成
」

。
□

」

（μ卜
∞
）
×
Ｐ
Ｐ
×
］
ｏ
∞
Ｐ

⑪

　

□

一
口
□

〔枚
力
〕

□
三
□

　

ｏ

□
四
枚

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（≦
じ
×
趙
×
］

駅
只
檜
扇
）＊

現
代
暗
渠

の

　

「
ｏ
小
柱
十
九
」

Ｐ
伽
ｏ
×
∞
『
×
卜
　
ｏ
∞
μ

ω
ｌ
⑥
は
七
世
紀
中
葉
頃
の
木
簡
。
①
は
上
下
両
端
折
れ
。
古
拙
を
強
く
と

ど
め
た
字
体
。
「女
丁
」
と
の
対
比
か
ら
、
「大
人
丁
」
は
正
丁
を
指
す
と
み
ら

れ
る
。
②
は
上
下
三
片
か
ら
な
る
が
、
中
間
を
久
く
。
下
片
の
下
端
は
二
次
的

削
り
。
下
片
の
四
文
字
目
は
ウ
冠
が
確
認
で
き
、
「家
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

③
は
完
形
の
物
品
整
理
用
の
付
札
。
裏
面
は
二
次
的
な
墨
書
。
い
は
各
辺
を
面

取
つ
し
た
小
型
直
方
体
に
刻
書
す
る
。
⑬
は
墨
書
が
薄
く
、
検
討
を
要
す
る
。

０
は
大
型
材
を
用
い
、
文
字
も
巨
大
で
、
呪
符
の
よ
う
な
趣
も
あ
る
。

０
以
下
は
各
種
遺
構
か
ら
出
土
す
る
が
、
木
簡
自
体
は
七
世
紀
後
半
で
あ
ろ

う
。
０
は
完
形
の
贄
荷
札
。
贄
の
荷
札
は
通
常
、
物
品

・
数
量
以
外
は
、
貢
進

地
名
の
み
を
記
す
が
、
本
木
簡
で
は
人
名
の
み
を
記
載
す
る
。
調
と
贄
の
類
似

性
を
示
す
史
料
と
し
て
重
要
。
①
は
上
下
三
片
接
続
で
、
上
下
両
端
折
れ
。
⑪

は
三
片
接
続
。
上
下
両
端
折
れ
、
左
右
両
辺
割
れ
。
上
部
は

「五
十
代
」
な
ど

代
制
と
み
ら
れ
る
地
積
を
墨
書
し
、
下
部
は
歴
名
を
刻
書
す
る
。
歴
名
に
は

「以
蛭
マ
」
「乙
里
」
と
い
う
珍
し
い
ウ
ジ
名
が
み
え
る
。
「石
上
大
連
」
も
八

色
の
改
姓
以
前
の
可
能
性
が
あ
る
だ
け
に
議
論
を
呼
ば
う
。
⑩
は
記
録
簡
を
二

次
的
整
形
し
た
も
の
。
三
片
接
続
で
、
下
端
折
れ
、
左
辺
割
れ
。
「沙
弥
」
と

の
対
応
か
ら
、
上
は

「僧
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
読
経
や
法
会

に
参
集
す
る
僧

・
沙
弥
の
人
数
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
側
は
下
端
折

れ
、
左
辺
割
れ
の
習
書
木
簡
。
「椋
」
は
七
世
紀
に

一
般
的
な
ク
ラ
の
表
記
。

⑫
は
荷
札
木
簡
の
下
端
部
を
二
次
的
に
整
形
し
て
尖
ら
せ
る
。
本
来
は
尾
張
国

の
荷
札
か
。
二
文
字
目
か
ら
下
は
表
面
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
⑬
は
ほ
ぼ
完

形
の
養
米
荷
札
。　
一
文
字
目
は

「少
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
二
文
字
日
は
寿
が

「鳥
」
の
字
体
。
⑭
は
完
形
の
腹
荷
札
。
「辛
巳
年
」
は
天
武

一
〇
年

全
ハ
八



こ
。
物
品

・
数
量
を
記
し
た
後
に
地
名
を
書
く
の
は
珍
し
い
。
⑮
は
荷
札
に

由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、
上
端
以
外
は
欠
損
す
る
。
⑩
は
二
片
接
続
で
、
上

端
折
れ
。
下
部
に
は
穿
孔
が
あ
る
。
ω
は
完
形
荷
札
。
塩
を
貢
進
す
る
こ
と
か

ら
、
「田
田
」
は
後
の
紀
伊
国
名
草
郡
多
田
郷
に
該
当
す
る
か
。
サ
ト
名
の
次

に

「
五
十
戸
」
「里
」
を
省
略
し
て
い
る
。
⑬
は
完
形
だ
が
、
裏
面
の
墨
書
は

削
り
残
り
。
「
五
丈
」
は
上
長
押
の
長
さ
で
、
割
書
に
は
そ
れ
を
組
み
立
て
る

際
に
使
用
す
る
釘
の
種
類
と
本
数
を
記
す
。
付
札
状
を
呈
し
た
進
上
状
で
、
地

方
か
ら
の
貢
進
荷
札
で
は
な
い
。
⑬
は
上
端
折
れ
、
下
端
二
次
的
切
断
。
「弟

国
」
は

「廣
人
」
の
出
身
地
と
み
ら
れ
、
後
の
山
城
国
乙
訓
郡
に
該
当
し
よ
う
。

一
文
字
目
は
下
部
が

「木
」
の
字
体
で
、
「集
」
と
釈
読
で
き
れ
ば
、
「物
集

村
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
い
は
上
端
折
れ
で
、
材
の
下
部
に
日
付
と
人
名
を
記

す
。
⑪
は

一
三
枚
を
と
じ
合
わ
せ
た
槍
扇
の
破
片

（上
部
欠
損
）
で
、
最
も
外

側
の
一
枚
に
墨
書
す
る
。
②
は
上
端
部
の
左
右
二
箇
所
に
径
約
五
ｍｍ
の
小
孔
が

あ
り
、
そ
の
下
に
墨
書
す
る
。
呑
付
に
関
わ
る
か
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
人
』
全
一〇
〇
八

年
）同

『飛
鳥

。
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
二

（一
一〇
〇
八
年
）

（市
　
大
樹
）

奈
良
・安
倍
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
桜
井
市
安
倍
木
材
団
地

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
〇
次
調
査
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
八
月
１
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
桜
井
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
木
場
佳
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

安
倍
寺
は
七
世
紀
中
頃
に
創
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
古
代
寺
院
で
、
『東

大
寺
要
録
』
な
ど
か
ら
、
阿
倍
氏
の
氏
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
主

要
伽
藍
及
び
寺
域
の
西
限
は
ほ

ぼ
確
定
し
、
南

・
東
限
に
つ
い

て
も
そ
の
概
略
を
捉
え
て
い
る
。

北
限

・
北
域
の
土
地
利
用
状
況

動

は
不
明
瞭
な
部
分
が
多
い
が
、

と口

銅
津
や
銅
製
品
、
輪
羽
日
、
板

勝

ガ
ラ
ス
片
、
墨
書
土
器
な
ど
が

出
土
し
て
お
り
、
工
房
や
雑
舎




